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従業地・通学地集計結果(その１) 

通勤・通学人口は約 46 万 5 千人 5 年前より 3.3％減少 

平成 17 年 10 月 1 日現在で実施された、「平成 17年国勢調査」の従業地・通学地集計(通勤・通
学人口、昼夜間人口等)の結果が、平成 19 年 3 月 28 日に総務省統計局から公表されました。 
香川県分の主な結果は次のとおりです。 

従業地・通学地が自市町の者は 5.7％減、他市町村の者は 0.2％減 

○ 平成 17年 10月 1日現在の香川県の 15歳以上の就業者・通学者（540,905人）のうち、通勤・
通学人口は 464,652人で、平成 12年（480,388人）と比べて 15,736人、3.3％の減少となっ
ている。 

○ このうち、従業地・通学地が自市町の者は 274,521人で、平成 12年に比べ 5.7％の減少、県
内の他市町の者は 182,060 人で 0.2％の減少となっているが、従業地・通学地が他県の者は
8,071人となっており、平成 12年に比べ 18.1％増加している。 

○ 就業者・通学者の従業地・通学地別の割合をみると、県内の他市区町村の割合は平成 12年の
32.1％から 33.7％に、他県の割合は 1.2％から 1.5％に上昇しているのに対し、自市町の割合
は 51.2％から 50.8％へと低下している。全国平均と比較すると、自市町内で従業・通学する
者の割合が高くなっている。 

表１　常住地による従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の推移

就業者・通学者数(人) 割　　　　　　合(％) 増減率（%）
平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 H2-H7 H7-H12 H12-H17

本県常住の就業・通学者 581,046 594,317 568,592 540,905 100.0 100.0 100.0 100.0 2.3 -4.3 -4.9
自宅で従業 120,184 100,572 88,204 76,253 20.7 16.9 15.5 14.1 -16.3 -12.3 -13.5
通勤・通学者 460,862 493,745 480,388 464,652 79.3 83.1 84.5 85.9 7.1 -2.7 -3.3
自市区町村 293,603 308,642 291,143 274,521 50.5 51.9 51.2 50.8 5.1 -5.7 -5.7
他市区町村 167,259 185,103 189,245 190,131 28.8 31.1 33.3 35.2 10.7 2.2 0.5

県　　　内 161,147 178,579 182,413 182,060 27.7 30.0 32.1 33.7 10.8 2.1 -0.2
他　　　県 6,112 6,524 6,832 8,071 1.1 1.1 1.2 1.5 6.7 4.7 18.1

就　業　者 510,143 527,995 511,354 490,775 100.0 100.0 100.0 100.0 3.5 -3.2 -4.0
自宅で従業 120,184 100,572 88,204 76,253 23.6 19.0 17.2 15.5 -16.3 -12.3 -13.5
通勤・通学者 389,959 427,423 423,150 414,522 76.4 81.0 82.8 84.5 9.6 -1.0 -2.0
自市区町村 252,118 269,461 257,551 245,211 49.4 51.0 50.4 50.0 6.9 -4.4 -4.8
他市区町村 137,841 157,962 165,599 169,311 27.0 29.9 32.4 34.5 14.6 4.8 2.2

県　　　内 132,774 152,892 159,988 162,808 26.0 29.0 31.3 33.2 15.2 4.6 1.8
他　　　県 5,067 5,070 5,611 6,503 1.0 1.0 1.1 1.3 0.1 10.7 15.9

通　学　者 70,903 66,322 57,238 50,130 100.0 100.0 100.0 100.0 -6.5 -13.7 -12.4
自市区町村 41,485 39,181 33,592 29,310 58.5 59.1 58.7 58.5 -5.6 -14.3 -12.7
他市区町村 29,418 27,141 23,646 20,820 41.5 40.9 41.3 41.5 -7.7 -12.9 -12.0

県　　　内 28,373 25,687 22,425 19,252 40.0 38.7 39.2 38.4 -9.5 -12.7 -14.1
他　　　県 1,045 1,454 1,221 1,568 1.5 2.2 2.1 3.1 39.1 -16.0 28.4

注)平成2年,7年,12年は平成17年10月1日現在の市町の境域に基づいて組み替えた人口である。  

図１　従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の割合の推移
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他市町村への通勤者の割合は男性 37.6％、女性 30.4％ 

○ 従業地が他市区町村である者の割合は、男性が 37.6％、女性が 30.4％となっている。 
○ 年齢階級別にみると、男性は他市区町村の割合が 25～29歳で 44.3％と最も高く、20～54歳
の各年齢階級で 40％を超えている。一方、女性も他市区町村の割合が 25～29歳で 44.1％と
最も高く、30 歳以上では年齢階級が高くなるに従ってその割合は低下し、60～64 歳では
15.3％となっている。 

○ 従業地が他市区町村である者の割合を全国平均と比べると、男性の 15～19 歳、女性の 45～
54歳を除く全ての年齢階級で低くなっている。 

表2　常住地による従業地，年齢，男女別 15歳以上就業者の割合

香　　　　　川　　　　　県 全　　　　　　　　　　　　　国

他市区町村 他市区町村

県内 他県 県内 他県
総数 100.0 15.5 50.0 34.5 33.2 1.3 100.0 12.6 45.9 41.5 33.3 8.3

１５－１９歳 100.0 1.7 62.5 35.8 34.9 0.9 100.0 1.7 63.8 34.4 30.2 4.2
２０－２４歳 100.0 2.1 55.0 43.0 41.8 1.2 100.0 2.1 50.7 47.2 39.1 8.1
２５－２９歳 100.0 3.4 52.3 44.2 43.0 1.2 100.0 3.2 45.1 51.8 41.7 10.0
３０－３４歳 100.0 4.9 52.9 42.2 40.9 1.3 100.0 4.8 44.4 50.9 40.8 10.1
３５－３９歳 100.0 6.3 53.5 40.2 38.7 1.5 100.0 6.3 45.0 48.7 38.7 10.0
４０－４４歳 100.0 7.4 53.1 39.5 37.7 1.7 100.0 7.5 46.8 45.7 36.4 9.3
４５－４９歳 100.0 9.4 52.2 38.4 36.6 1.7 100.0 9.3 48.4 42.3 34.0 8.3
５０－５４歳 100.0 12.2 52.1 35.7 34.1 1.6 100.0 11.9 48.6 39.5 31.6 7.9
５５－５９歳 100.0 16.6 50.8 32.5 31.1 1.5 100.0 15.0 47.1 38.0 29.9 8.1
６０－６４歳 100.0 28.1 48.3 23.6 22.7 0.9 100.0 23.2 45.1 31.7 24.8 6.9
６５歳以上 100.0 61.0 30.5 8.5 8.1 0.4 100.0 49.3 34.7 16.0 12.6 3.4

男 100.0 15.3 47.1 37.6 35.7 2.0 100.0 12.0 41.2 46.8 36.3 10.4
１５－１９歳 100.0 2.1 59.3 38.5 37.4 1.1 100.0 2.3 63.3 34.4 30.3 4.1
２０－２４歳 100.0 2.9 54.1 43.0 41.5 1.5 100.0 2.8 51.7 45.5 37.9 7.6
２５－２９歳 100.0 4.0 51.6 44.3 42.9 1.4 100.0 3.7 44.6 51.8 41.6 10.1
３０－３４歳 100.0 5.0 51.4 43.6 41.8 1.7 100.0 4.6 41.6 53.7 42.5 11.2
３５－３９歳 100.0 6.2 50.9 42.9 40.7 2.2 100.0 5.8 39.3 54.9 42.3 12.6
４０－４４歳 100.0 7.2 48.9 44.0 41.1 2.9 100.0 7.1 38.7 54.2 41.4 12.8
４５－４９歳 100.0 9.3 47.6 43.1 40.3 2.9 100.0 8.8 40.0 51.2 39.2 12.0
５０－５４歳 100.0 11.8 47.2 41.0 38.3 2.7 100.0 11.2 40.9 47.9 36.6 11.3
５５－５９歳 100.0 15.2 46.6 38.2 35.9 2.3 100.0 13.4 40.3 46.3 34.9 11.4
６０－６４歳 100.0 25.1 45.6 29.3 28.0 1.3 100.0 19.9 41.0 39.0 29.5 9.5
６５歳以上 100.0 58.2 31.1 10.7 10.1 0.6 100.0 45.1 35.3 19.6 15.1 4.6

女 100.0 15.9 53.7 30.4 29.9 0.5 100.0 13.4 52.4 34.3 29.0 5.2
１５－１９歳 100.0 1.3 66.1 32.6 32.1 0.6 100.0 1.1 64.4 34.5 30.2 4.3
２０－２４歳 100.0 1.2 55.8 43.0 42.0 1.0 100.0 1.4 49.8 48.9 40.3 8.6
２５－２９歳 100.0 2.7 53.1 44.1 43.2 1.0 100.0 2.5 45.7 51.7 41.8 9.9
３０－３４歳 100.0 4.7 55.1 40.2 39.5 0.7 100.0 4.9 48.6 46.5 38.1 8.3
３５－３９歳 100.0 6.3 57.1 36.6 36.0 0.6 100.0 7.1 53.5 39.4 33.2 6.1
４０－４４歳 100.0 7.7 58.4 33.9 33.5 0.4 100.0 8.2 57.7 34.1 29.6 4.5
４５－４９歳 100.0 9.6 57.7 32.7 32.3 0.4 100.0 9.9 59.2 30.9 27.3 3.6
５０－５４歳 100.0 12.7 58.3 29.0 28.7 0.3 100.0 12.9 58.8 28.3 24.9 3.3
５５－５９歳 100.0 18.6 56.7 24.7 24.3 0.4 100.0 17.3 57.0 25.8 22.5 3.2
６０－６４歳 100.0 32.5 52.2 15.3 15.0 0.3 100.0 28.4 51.5 20.0 17.4 2.7
６５歳以上 100.0 65.0 29.6 5.4 5.3 0.1 100.0 56.4 33.7 9.9 8.4 1.4
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「運輸業」の就業者は過半数が他市区町村で従業 

○ 15 歳以上の就業者の従業地別割合を産業別にみると、第１次産業では自宅の割合が高く、農
業では 88.4％を占めている。 

○ 第２次産業では自市区町村の割合が比較的高くなっているが、製造業では他市区町村が
44.4％となっている。 

○ 第３次産業でも自市区町村の割合が高いが、運輸業(50.1％)、教育,学習支援業(44.2％)、医療,
福祉(40.2％)などでは 4割以上が他市区町村となっている。 

○ 全国平均と比べると、第 3次産業で自市区町村で従業する割合が高くなっている。 
表3　産業，従業地別15歳以上就業者数（香川県・全国）表3　産業，従業地別15歳以上就業者数（香川県・全国）表3　産業，従業地別15歳以上就業者数（香川県・全国）表3　産業，従業地別15歳以上就業者数（香川県・全国）

他市区町
県内 他県

［香　川　県］［香　川　県］［香　川　県］［香　川　県］
総　数 100.0 15.5 50.0 34.5 33.2 1.3
第１次産業 100.0 87.1 9.9 3.1 3.0 0.1
Ａ　農業 100.0 88.4 8.6 3.0 2.9 0.1
Ｂ　林業 100.0 27.0 56.0 17.0 17.0 -
Ｃ　漁業 100.0 74.6 22.3 3.1 2.6 0.5

第２次産業 100.0 11.1 48.2 40.7 38.9 1.8
Ｄ　鉱業 100.0 9.7 69.2 21.1 19.9 1.2
Ｅ　建設業 100.0 15.7 50.5 33.9 32.1 1.7
Ｆ　製造業 100.0 8.7 46.9 44.4 42.5 1.9

第３次産業 100.0 9.6 54.7 35.6 34.4 1.3
Ｇ　電気・ガス・熱供給・水道業 100.0 - 65.4 34.6 32.8 1.8
Ｈ　情報通信業 100.0 3.9 58.4 37.6 35.2 2.5
Ｉ　 運輸業 100.0 3.2 46.7 50.1 46.3 3.7
Ｊ　卸売・小売業 100.0 13.7 53.6 32.7 31.6 1.1
Ｋ　金融・保険業 100.0 3.9 56.5 39.6 37.7 1.9
Ｌ  不動産業 100.0 26.9 52.1 20.9 20.1 0.8
Ｍ　飲食店，宿泊業 100.0 13.1 62.9 24.0 23.1 0.8
Ｎ　医療，福祉 100.0 4.6 55.3 40.2 39.6 0.6
Ｏ　教育，学習支援業 100.0 6.5 49.3 44.2 43.2 1.0
Ｐ　複合サービス事業 100.0 0.1 63.9 35.9 35.5 0.4
Ｑ　サービス業（他に分類されないもの） 100.0 15.1 51.9 33.0 31.8 1.2
Ｒ　公務（他に分類されないもの） 100.0 0.2 67.6 32.2 31.2 1.0

［全　　　国］［全　　　国］［全　　　国］［全　　　国］
総　数 100.0 12.6 45.9 41.5 33.3 8.3
第１次産業 100.0 81.9 14.6 3.5 3.1 0.4
Ａ　農業 100.0 84.4 12.5 3.0 2.8 0.3
Ｂ　林業 100.0 25.9 54.0 20.1 17.8 2.3
Ｃ　漁業 100.0 62.8 31.1 6.1 3.7 2.3

第２次産業 100.0 9.9 47.3 42.8 34.7 8.1
Ｄ　鉱業 100.0 3.2 62.5 34.3 28.8 5.5
Ｅ　建設業 100.0 14.9 48.0 37.1 29.4 7.6
Ｆ　製造業 100.0 7.3 47.0 45.7 37.4 8.3

第３次産業 100.0 8.7 47.0 44.2 35.2 9.0
Ｇ　電気・ガス・熱供給・水道業 100.0 - 43.3 56.6 45.9 10.7
Ｈ　情報通信業 100.0 3.9 21.0 75.2 47.6 27.6
Ｉ　 運輸業 100.0 3.4 43.3 53.4 42.8 10.6
Ｊ　卸売・小売業 100.0 11.6 48.1 40.3 32.2 8.1
Ｋ　金融・保険業 100.0 3.9 34.8 61.3 45.1 16.2
Ｌ  不動産業 100.0 23.9 34.0 42.0 30.8 11.2
Ｍ　飲食店，宿泊業 100.0 12.9 55.7 31.4 26.5 4.9
Ｎ　医療，福祉 100.0 3.9 58.6 37.5 33.2 4.3
Ｏ　教育，学習支援業 100.0 5.8 45.4 48.8 40.9 7.9
Ｐ　複合サービス事業 100.0 0.3 61.0 38.7 34.7 3.9
Ｑ　サービス業（他に分類されないもの） 100.0 12.6 41.9 45.5 35.5 10.0
Ｒ　公務（他に分類されないもの） 100.0 0.1 58.7 41.2 34.1 7.1

総数 自宅
自市区町村

(自宅外)
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国分寺町、牟礼町などで他市区町村に通勤・通学する者が 6 割を超える 

○ 15 歳以上の就業者・通学者のうち「従業地・通学地が他市区町村である者」の割合を市町別
にみると、国分寺町(69.8％)、牟礼町(65.2％)、三野町(65.1％)など 6町で 6割を超える他、そ
の他 12町でも半数を超えている。 

○ これに対して、他市区町村の割合が低い県をみると、直島町が 9.7％と最も低く、次いで内海
町が 12.0％、高松市が 12.5％などとなっている。 

表4 常住地による従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の割合表4 常住地による従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の割合表4 常住地による従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の割合表4 常住地による従業地・通学地別15歳以上就業者・通学者の割合

平成17年 平成12年
自市区町他市区町村 自市区町他市区町村
(自宅外) 県内 他県 (自宅外) 県内 他県

香 川 県 100.0 14.1 50.8 35.2 33.7 1.5 100.0 15.5 51.2 33.3 32.1 1.2
高 松 市 100.0 10.4 77.1 12.5 11.3 1.2 100.0 11.5 77.7 10.9 10.1 0.7
丸 亀 市 100.0 11.7 45.3 43.1 41.6 1.5 100.0 12.8 46.0 41.3 40.1 1.2
坂 出 市 100.0 14.0 47.6 38.4 36.8 1.6 100.0 14.2 49.7 36.1 34.6 1.4
善 通 寺 市 100.0 13.6 42.0 44.5 43.5 0.9 100.0 15.4 42.6 42.0 41.0 0.9
観 音 寺 市 100.0 18.7 47.0 34.3 31.1 3.2 100.0 21.5 46.8 31.6 29.1 2.6
さ ぬ き 市 100.0 16.5 43.0 40.5 39.2 1.3 100.0 17.2 44.8 38.1 37.2 0.9
東 かが わ 市 100.0 21.5 51.9 26.6 24.0 2.6 100.0 24.3 51.3 24.4 21.7 2.6
内 海 町 100.0 16.6 71.4 12.0 11.7 0.3 100.0 18.5 71.5 10.0 9.5 0.5
土 庄 町 100.0 20.8 62.6 16.7 15.7 1.0 100.0 21.7 64.7 13.6 12.8 0.9
池 田 町 100.0 25.9 30.0 44.1 43.4 0.8 100.0 28.8 29.8 41.4 40.9 0.5
三 木 町 100.0 13.1 31.6 55.3 54.5 0.8 100.0 16.0 30.9 53.1 52.5 0.6
牟 礼 町 100.0 10.9 23.9 65.2 64.3 0.9 100.0 11.0 24.3 64.8 63.8 1.0
庵 治 町 100.0 16.2 31.9 51.9 51.5 0.4 100.0 19.4 32.1 48.5 48.0 0.5
香 川 町 100.0 11.4 24.0 64.6 64.0 0.7 100.0 12.8 22.9 64.3 63.7 0.6
香 南 町 100.0 16.8 23.3 59.8 58.7 1.1 100.0 17.0 23.5 59.5 59.0 0.5
直 島 町 100.0 6.5 83.8 9.7 3.1 6.6 100.0 8.5 79.4 12.1 2.9 9.3
綾 上 町 100.0 22.6 22.5 54.9 54.4 0.5 100.0 24.2 22.8 53.0 52.5 0.5
綾 南 町 100.0 15.8 21.9 62.3 61.1 1.2 100.0 16.2 20.9 62.9 61.9 0.9
国 分 寺 町 100.0 10.3 19.9 69.8 68.3 1.5 100.0 10.4 20.2 69.4 68.0 1.4
宇 多 津 町 100.0 6.4 29.7 63.9 62.7 1.2 100.0 7.8 28.8 63.3 61.9 1.4
琴 南 町 100.0 20.1 24.4 55.6 54.9 0.7 100.0 21.6 24.9 53.6 52.7 0.9
満 濃 町 100.0 20.6 20.1 59.2 57.8 1.5 100.0 23.0 21.0 56.0 55.2 0.7
琴 平 町 100.0 21.7 30.8 47.5 46.4 1.2 100.0 22.7 31.7 45.6 44.8 0.8
多 度 津 町 100.0 12.5 32.6 54.9 53.8 1.1 100.0 12.9 32.3 54.8 53.9 0.9
仲 南 町 100.0 24.0 19.5 56.4 55.2 1.2 100.0 24.3 19.1 56.7 55.9 0.8
高 瀬 町 100.0 24.3 29.1 46.6 45.5 1.1 100.0 24.8 31.1 44.0 42.8 1.2
山 本 町 100.0 23.5 21.3 55.2 52.9 2.3 100.0 26.9 19.2 53.9 51.8 2.1
三 野 町 100.0 15.8 19.1 65.1 63.8 1.3 100.0 16.6 20.8 62.7 61.5 1.2
大 野 原 町 100.0 30.2 23.5 46.3 41.6 4.7 100.0 33.7 22.1 44.2 40.1 4.1
豊 中 町 100.0 21.8 21.3 56.9 55.0 2.0 100.0 22.9 23.0 54.1 52.4 1.7
詫 間 町 100.0 14.8 40.9 44.3 43.3 1.1 100.0 17.5 39.9 42.6 41.4 1.2
仁 尾 町 100.0 25.1 20.7 54.2 53.1 1.2 100.0 28.4 23.4 48.3 47.3 0.9
豊 浜 町 100.0 20.9 32.8 46.4 36.8 9.6 100.0 23.5 30.8 45.7 37.3 8.4
財 田 町 100.0 27.4 21.7 50.8 49.1 1.7 100.0 30.4 20.2 49.4 48.0 1.4
注)平成12年は平成17年10月1日現在の市町の境域に基づいて組み替えた人口である。

総数 総数自宅 自宅

 
 図３　市町別他市区町村に従業通学する者の割合
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他市区町村から通勤・通学する者が多いのは宇多津町、香南町 

○ 県内の各市町で従業・通学する 15 歳以上の就業者・通学者のうち｢常住地が他市区町村であ
る者｣の割合を市町別にみると、宇多津町(67.5％)、香南町(61.2％)、豊浜町(53.8％)、琴平町
(52.4％)、多度津町（51.0％）の５町で半数を超えている。 

○ これに対して、常住地が他市区町村の割合が低い市町をみると、土庄町が 15.3％と最も低く、
次いで東かがわ市が 18.1％、内海町が 18.5％などとなっている。 

表5 従業地・通学地による常住地別15歳以上就業者・通学者の割合表5 従業地・通学地による常住地別15歳以上就業者・通学者の割合表5 従業地・通学地による常住地別15歳以上就業者・通学者の割合表5 従業地・通学地による常住地別15歳以上就業者・通学者の割合
平成17年 平成12年

自市区町他市区町村 自市区町他市区町村
(自宅外) 県内 他県 (自宅外) 県内 他県

香 川 県 100.0 14.0 50.6 35.4 33.5 1.8 100.0 15.4 51.0 33.6 31.9 1.6
高 松 市 100.0 8.6 63.7 27.7 25.8 1.9 100.0 9.4 63.3 27.4 25.7 1.7
丸 亀 市 100.0 13.0 50.5 36.5 35.3 1.2 100.0 14.1 50.5 35.4 34.3 1.1
坂 出 市 100.0 11.7 39.8 48.5 47.1 1.4 100.0 12.1 42.4 45.5 44.1 1.4
善 通 寺 市 100.0 13.3 41.1 45.7 44.0 1.7 100.0 15.1 41.9 43.0 41.4 1.6
観 音 寺 市 100.0 18.3 46.0 35.8 33.6 2.1 100.0 21.0 45.6 33.4 31.6 1.8
さ ぬ き 市 100.0 18.8 48.9 32.3 31.0 1.3 100.0 19.4 50.6 30.0 28.4 1.6
東かがわ市 100.0 24.0 57.9 18.1 14.5 3.6 100.0 27.4 57.9 14.7 11.8 2.9
内 海 町 100.0 15.4 66.2 18.5 17.3 1.2 100.0 17.4 66.9 15.7 14.9 0.8
土 庄 町 100.0 21.1 63.6 15.3 14.5 0.8 100.0 21.7 64.9 13.4 12.6 0.8
池 田 町 100.0 32.3 37.5 30.2 29.8 0.4 100.0 36.6 37.9 25.5 24.7 0.8
三 木 町 100.0 16.8 40.6 42.6 41.6 1.0 100.0 21.7 42.1 36.1 35.5 0.6
牟 礼 町 100.0 16.5 36.2 47.3 46.8 0.5 100.0 16.3 36.0 47.7 47.3 0.5
庵 治 町 100.0 21.7 42.8 35.5 35.1 0.4 100.0 25.0 41.4 33.6 33.3 0.3
香 川 町 100.0 17.9 38.0 44.1 43.6 0.5 100.0 21.3 38.0 40.7 40.3 0.4
香 南 町 100.0 16.3 22.6 61.2 60.5 0.7 100.0 17.7 24.5 57.8 57.1 0.7
直 島 町 100.0 5.9 74.9 19.2 1.4 17.8 100.0 8.3 77.4 14.3 1.2 13.1
綾 上 町 100.0 25.5 25.4 49.1 48.3 0.8 100.0 29.5 27.7 42.8 42.4 0.5
綾 南 町 100.0 22.3 30.8 46.9 46.3 0.6 100.0 24.2 31.3 44.5 44.1 0.4
国 分 寺 町 100.0 18.5 35.8 45.7 45.2 0.5 100.0 18.7 36.2 45.1 44.4 0.7
宇 多 津 町 100.0 5.8 26.7 67.5 65.9 1.7 100.0 7.1 26.1 66.9 65.2 1.7
琴 南 町 100.0 31.4 38.2 30.4 27.9 2.6 100.0 32.9 37.9 29.2 27.6 1.6
満 濃 町 100.0 29.5 28.8 41.7 40.8 0.9 100.0 33.4 30.4 36.2 35.6 0.6
琴 平 町 100.0 19.7 27.9 52.4 51.5 0.9 100.0 20.3 28.3 51.4 50.7 0.7
多 度 津 町 100.0 13.6 35.4 51.0 50.0 1.0 100.0 14.6 36.3 49.1 48.0 1.1
仲 南 町 100.0 31.4 25.5 43.1 41.6 1.5 100.0 33.3 26.2 40.5 39.1 1.4
高 瀬 町 100.0 25.7 30.8 43.5 41.2 2.2 100.0 25.4 31.8 42.7 40.9 1.8
山 本 町 100.0 29.5 26.8 43.7 41.0 2.7 100.0 37.4 26.6 36.0 33.9 2.0
三 野 町 100.0 25.5 30.8 43.7 43.0 0.7 100.0 25.7 32.2 42.1 41.5 0.6
大 野 原 町 100.0 35.2 27.4 37.4 34.3 3.1 100.0 38.3 25.2 36.5 33.7 2.9
豊 中 町 100.0 27.0 26.5 46.5 45.2 1.3 100.0 26.7 26.9 46.4 45.1 1.3
詫 間 町 100.0 14.0 38.7 47.3 46.0 1.3 100.0 17.4 39.8 42.8 41.8 1.0
仁 尾 町 100.0 39.9 33.0 27.1 26.5 0.5 100.0 42.1 34.7 23.3 23.0 0.3
豊 浜 町 100.0 17.9 28.2 53.8 42.1 11.7 100.0 21.7 28.3 50.0 39.4 10.6
財 田 町 100.0 32.4 25.6 42.0 36.9 5.1 100.0 39.7 26.4 34.0 28.8 5.1
注)平成12年は平成17年10月1日現在の市町の境域に基づいて組み替えた人口である。

総数 総数自宅 自宅

 
 図４　市町別他市区町村から従業通学する者の割合
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昼夜間人口比率は高松市、坂出市で高く、その近隣の町で低い 

○ 昼夜間人口比率（常住人口 100人当たりの昼間人口の割合）は、高松市が 111.1と最も高く、
次いで坂出市が 110.3となっているほか、4市 4町で 100を超えている。これに対して,高松
市や坂出市の近隣の市町では昼夜間人口比率が低く、国分寺町（75.8）、三野町（78.8）、仁尾
町（79.1）、香川町(79.4）の 4町で 80を下回っている。 

○ 平成 12 年と比べると、財田町（5.6 ポイント） 、直島町(4.9 ポイント)などが上昇している
一方、豊中町(2.7ポイント) 、仁尾町(2.2ポイント)などで低下している。 

表６　昼間人口，常住人口及び昼夜間人口比率表６　昼間人口，常住人口及び昼夜間人口比率表６　昼間人口，常住人口及び昼夜間人口比率表６　昼間人口，常住人口及び昼夜間人口比率
昼間人口（総数 ) 常住人口 (総数） 昼夜間人口の差 昼夜間人口比率

平成12年 平成17年 平成12年 平成17年 平成12年 平成17年 平成12年 平成17年
香 川 県 1,024,783 1,012,636 1,022,338 1,010,759 2,445 1,877 100.2 100.2
高 松 市 378,434 374,199 336,040 336,821 42,394 37,378 112.6 111.1
丸 亀 市 103,056 104,078 108,350 109,972 -5,294 -5,894 95.1 94.6
坂 出 市 64,883 63,067 59,211 57,192 5,672 5,875 109.6 110.3
善 通 寺 市 36,687 35,893 36,413 35,495 274 398 100.8 101.1
観 音 寺 市 45,219 44,468 44,755 44,077 464 391 101.0 100.9
さ ぬ き 市 53,972 52,104 57,752 55,731 -3,780 -3,627 93.5 93.5
東 か が わ 市 35,310 33,891 37,754 35,923 -2,444 -2,032 93.5 94.3
内 海 町 13,039 12,293 12,614 11,841 425 452 103.4 103.8
土 庄 町 17,683 16,270 17,711 16,411 -28 -141 99.8 99.1
池 田 町 5,073 4,868 5,689 5,416 -616 -548 89.2 89.9
三 木 町 24,336 25,195 28,769 28,774 -4,433 -3,579 84.6 87.6
牟 礼 町 14,926 14,834 18,201 17,824 -3,275 -2,990 82.0 83.2
庵 治 町 5,848 5,293 6,663 6,121 -815 -828 87.8 86.5
香 川 町 18,584 19,232 24,133 24,209 -5,549 -4,977 77.0 79.4
香 南 町 7,817 8,133 8,007 7,986 -190 147 97.6 101.8
直 島 町 3,751 3,756 3,705 3,538 46 218 101.2 106.2
綾 上 町 6,242 6,096 6,943 6,498 -701 -402 89.9 93.8
綾 南 町 15,625 15,958 19,260 19,119 -3,635 -3,161 81.1 83.5
国 分 寺 町 17,419 18,048 23,158 23,815 -5,739 -5,767 75.2 75.8
宇 多 津 町 16,840 18,366 15,967 17,445 873 921 105.5 105.3
琴 南 町 2,677 2,306 3,296 2,866 -619 -560 81.2 80.5
満 濃 町 10,532 10,397 12,816 12,472 -2,284 -2,075 82.2 83.4
琴 平 町 12,080 11,318 11,335 10,747 745 571 106.6 105.3
多 度 津 町 22,178 22,572 23,657 23,611 -1,479 -1,039 93.7 95.6
仲 南 町 4,096 3,938 4,857 4,558 -761 -620 84.3 86.4
高 瀬 町 16,777 16,059 17,017 16,437 -240 -378 98.6 97.7
山 本 町 6,746 6,635 7,814 7,409 -1,068 -774 86.3 89.6
三 野 町 7,764 7,532 9,723 9,561 -1,959 -2,029 79.9 78.8
大 野 原 町 11,840 11,506 12,799 12,581 -959 -1,075 92.5 91.5
豊 中 町 10,732 10,226 11,734 11,526 -1,002 -1,300 91.5 88.7
詫 間 町 15,507 15,361 15,489 14,935 18 426 100.1 102.9
仁 尾 町 5,717 5,377 7,031 6,796 -1,314 -1,419 81.3 79.1
豊 浜 町 9,423 9,277 9,001 8,536 422 741 104.7 108.7
財 田 町 3,970 4,090 4,674 4,516 -704 -426 84.9 90.6
注１) 平成12年は、平成17年10月1日現在の市町の境域に基づいて組み替えた人口である。

注2) ｢昼間人口」及び｢常住人口」には年齢不詳は含まない。  

 図５　市町別昼夜間人口比率
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高松市への流入人口は 2,820 人減少、流出人口は 2,041 人増加 

○ 高松市を従業地・通学地として他市区町村から流入する 15 歳以上人口は 59,493 人（高松市
を従業地・通学地とする者（214,830 人）の 27.7％）で、平成 12 年に比べ 2,820 人、4.5％
の減少となっている。 

○ この内県内の他市町からの流入を市町別でみると、さぬき市からの流入が 7,358 人、香川町
からの流入が 6,576人、三木町からの流入が 6,221人などとなっている。 

○ 一方、高松市に常住し、他市区町村を従業地・通学地として流出する 15歳以上人口は 22,151
人（高松市に常住する 15歳以上就業者・通学者（177,488人）の 12.5％）で、平成 12年に
比べ 2,041人、10.1％の増加となっている。 

○ この内県内の他市町への流出を市町別でみると、さぬき市への流出が 3,097 人、三木町への
流出が 2,761人、香川町への流出が 2,247人などとなっている。 

表7　高松市の15歳以上流入・流出人口の推移 (平成2年～17年 )表7　高松市の15歳以上流入・流出人口の推移 (平成2年～17年 )表7　高松市の15歳以上流入・流出人口の推移 (平成2年～17年 )表7　高松市の15歳以上流入・流出人口の推移 (平成2年～17年 )
流入・流出人口（人 ) 割合 (%） 増減率 (%)

平成2年 7年 12年 17年 平成2年 7年 12年 17年
平成2年
～7年

平成7年
～12年

平成12年
～17年

高松市への流入人口
(常住地が高松市外 ) 56,849 61,967 62,313 59,493 100.0 100.0 100.0 100.0 9.0 0.6 -4.5

県内他市町 54,301 58,502 58,451 55,335 95.5 94.4 93.8 93.0 7.7 -0.1 -5.3
丸亀市 4,532 5,198 5,501 5,181 8.0 8.4 8.8 8.7 14.7 5.8 -5.8
さぬき市 8,084 8,110 8,156 7,358 14.2 13.1 13.1 12.4 0.3 0.6 -9.8
三木町 5,961 6,285 6,236 6,221 10.5 10.1 10.0 10.5 5.4 -0.8 -0.2
香川町 6,665 6,907 6,999 6,576 11.7 11.1 11.2 11.1 3.6 1.3 -6.0
国分寺町 4,621 5,673 5,746 5,579 8.1 9.2 9.2 9.4 22.8 1.3 -2.9
その他市町 24,438 26,329 25,813 24,420 43.0 42.5 41.4 41.0 7.7 -2.0 -5.4
他　　県 2,548 3,465 3,862 4,158 4.5 5.6 6.2 7.0 36.0 11.5 7.7

高松市からの流出人口
(従業地・通学地が高松市外 ) 19,398 20,110 22,151 29.9 31.3 32.3 37.2 14.2 3.7 10.1

県内他市町 15,860 18,370 18,752 20,019 27.9 29.6 30.1 33.6 15.8 2.1 6.8
坂出市 1,810 2,026 2,021 2,049 3.2 3.3 3.2 3.4 11.9 -0.2 1.4
さぬき市 3,048 3,559 3,056 3,097 5.4 5.7 4.9 5.2 16.8 -14.1 1.3
三木町 1,722 2,066 2,368 2,761 3.0 3.3 3.8 4.6 20.0 14.6 16.6
牟礼町 1,704 1,567 1,536 1,451 3.0 2.5 2.5 2.4 -8.0 -2.0 -5.5
香川町 1,870 2,104 2,024 2,247 3.3 3.4 3.2 3.8 12.5 -3.8 11.0
その他市町 5,706 7,048 7,747 8,414 10.0 11.4 12.4 14.1 23.5 9.9 8.6
他　　県 1,128 1,028 1,358 2,132 2.0 1.7 2.2 3.6 -8.9 32.1 57.0  

香川県への流入人口は 697 人増加、流出人口は 1,239 人増加   

○ 香川県を従業地・通学地として他県から流入する人口は 9,898 人（香川県を従業地・通学地
とする者（542,732人）の 1.8％）で、平成 12年に比べ 697人、7.6％の増加となっている。 

○ 県別では、徳島県からの流入が 3,238 人、愛媛県からが 2,352 人、岡山県からが 2,193 人な
どとなっており、平成 12年と比べると、徳島県からの流入は 9.0％、愛媛県からの流入は 7.5％
それぞれ増加しているのに対し、岡山県からの流入は 3.3％減少している。 

○ 一方、他県を従業地・通学地として香川県から流出する人口は 8,071 人（香川県で常住する
15歳以上就業者・通学者（540,905人）の 1.5％）で、平成 12年に比べ 1,239人、18.1％の
増加となっている。 

○ 県別では、愛媛県への流出が 2,660 人、岡山県へが 1,884 人、徳島県へが 1,623 人などとな
っており、平成 12年と比べると、愛媛県への流出は 21.4％、岡山県への流出は 2.1％、徳島
県への流出は 8.3％それぞれ増加している。 

表8　香川県への15歳以上流入・流出人口の推移(昭和60年～平成17年)表8　香川県への15歳以上流入・流出人口の推移(昭和60年～平成17年)表8　香川県への15歳以上流入・流出人口の推移(昭和60年～平成17年)表8　香川県への15歳以上流入・流出人口の推移(昭和60年～平成17年)
流入・流出人口（人） 割　　　　　　　合（%） 増　　　減　　　率（%）

昭和60年 平成2年 7年 12年 17年 昭和60年 平成2年 7年 12年 17年
昭和60年
～平成2年

平成2年
～7年

平成7年
～12年

平成12年
～17年

(常住地が県外) 5,466 7,145 8,985 9,201 9,898 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 30.7 25.8 2.4 7.6
岡山県 606 1,695 2,168 2,268 2,193 11.1 23.7 24.1 24.6 22.2 179.7 27.9 4.6 -3.3
徳島県 2,405 2,866 3,187 2,970 3,238 44.0 40.1 35.5 32.3 32.7 19.2 11.2 -6.8 9.0
愛媛県 1,297 1,475 1,850 2,187 2,352 23.7 20.6 20.6 23.8 23.8 13.7 25.4 18.2 7.5
高知県 247 272 329 344 405 4.5 3.8 3.7 3.7 4.1 10.1 21.0 4.6 17.7
その他の県 911 837 1,451 1,432 1,710 16.7 11.7 16.1 15.6 17.3 -8.1 73.4 -1.3 19.4

(従業地・通学地が県外) 5,494 6,112 6,524 6,832 8,071 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 11.2 6.7 4.7 18.1
岡山県 759 1,497 2,054 1,846 1,884 13.8 24.5 31.5 27.0 23.3 97.2 37.2 -10.1 2.1
徳島県 1,045 1,062 1,361 1,499 1,623 19.0 17.4 20.9 21.9 20.1 1.6 28.2 10.1 8.3
愛媛県 1,843 2,219 2,094 2,192 2,660 33.5 36.3 32.1 32.1 33.0 20.4 -5.6 4.7 21.4
高知県 120 128 125 417 283 2.2 2.1 1.9 6.1 3.5 6.7 -2.3 233.6 -32.1
その他の県 1,727 1,206 890 878 1,621 31.4 19.7 13.6 12.9 20.1 -30.2 -26.2 -1.3 84.6

香川県への流入人口

香川県からの流出人口
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［用語の解説］ 

① 通勤・通学人口  

「通勤・通学人口」とは，１．自宅外で従業している 15歳以上就業者の人口と２．学校（予備
校などの各種学校，専修学校を含む。）に通っている 15歳以上通学者の人口をいう。  

② 流出人口（通勤・通学者） 

Ａ市における「流出人口（通勤・通学者）」とは，Ａ市に常住しＡ市以外へ通勤・通学する人口
をいい，「流入人口（通勤・通学者）」とは，Ａ市以外に常住しＡ市に通勤・通学する人口をい
う。  

③ 昼間人口と夜間人口 

従業地・通学地による人口（昼間人口）とは，従業地・通学地集計の結果を用いて，次により
算出された人口である。ただし，この昼間人口には，買物客などの非定常的な移動については
考慮していない。また，常住地による人口（夜間人口）とは，調査の時期に調査の地域に常住
している人口である。 

④ 昼夜間人口比率 

昼夜間人口比率は，常住人口 100人当たりの昼間人口の割合であり，100を超えているときは
通勤・通学人口の流入超過，100を下回っているときは流出超過を示している。 


